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２
０
１
０
年
に
ト
ル
コ
で
は
「
日
本
年
」
が

開
催
さ
れ
る
。
非
常
に
親
日
的
な
土
地
柄
で
知
ら

れ
る
ト
ル
コ
。
６
月
に
は
ト
ル
コ
の
国
家
元
首
と

し
て
初
め
て
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
・
ギ
ュ
ル
大
統
領
が

日
本
を
公
式
訪
問
し
た
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
＝
シ
リ

ア
間
の
和
平
交
渉
の
仲
介
役
を
勤
め
る
」（
読
売
）

な
ど
外
交
畑
に
明
る
い
大
統
領
は
、
２
０
１
０
年

の
日
本
年
に
「
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
ト
ル
コ
に

招
請
し
た
い
」（
同
紙
）
と
の
希
望
を
胸
に
、
６

月
４
日
よ
り
８
日
ま
で
日
本
に
滞
在
、
両
国
の
友

好
親
善
を
深
め
た
。

　

日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
の
礎
は
、
１
８
９
０
年

の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
。
明
治
大
帝
を

表
敬
訪
問
し
た
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
初
の
使
節
団

を
乗
せ
た
軍
艦
が
和
歌
山
県
串
本
町
沖
で
遭
難
。

沿
岸
漁
民
達
の
懸
命
の
救
助
で
多
く
の
ト
ル
コ
人

の
命
が
助
か
っ
た
こ
と
に
感
動
、
感
激
し
た
ト
ル

コ
側
は
、
最
近
で
も
ト
ル
コ
の
小
学
生
の
教
科
書

に
紹
介
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
日
本
に
親
近

感
を
抱
い
て
い
る
。（
詳
細
は
、
本
誌
０
５
年
12

月
号
に
レ
ポ
ー
ト
）
ト
ル
コ
の
日
本
へ
の
恩
返
し

の
ひ
と
つ
と
し
て
有
名
な
の
が
、
１
９
８
５
年
の

日
本
人
救
出
劇
。
イ
ラ
ン
＝
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
中
、

イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本

人
を
脱
出
さ
せ
る
為
に
、
救
援
機
を
送
っ
た
の
が

ト
ル
コ
。
恩
義
に
厚
い
西
ア
ジ
ア
の
友
好
国
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）
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アブドゥラー・ギュル大統領の来日

平
早
勉
の

 　

ト
ル
コ
写
真
館

　

４
日
に
来
日
し
た
ギ
ュ
ル
大
統
領
一
行
は
、
そ
の
日

の
夜
に
神
奈
川
県
川
崎
市
で
催
さ
れ
た
ト
ル
コ
共
和
国

大
統
領
来
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
、
ト
ル
コ
舞
踊

団
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
に
よ
る
ダ
ン
ス
公
演
を
１
５
０
０

人
の
招
待
客
と
と
も
に
観
劇
。
日
本
人
客
や
在
日
ト
ル

コ
人
客
か
ら
熱
烈
な
る
歓
迎
を
受
け
た
。

　

45
名
の
シ
ャ
ー
マ
ン
舞
踊
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
２
時
間
ほ
ど
の
公
演
を
堪
能

し
て
退
席
す
る
大
統
領
を
大
き
な
拍
手
で
見
送
っ
た
観

客
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
天
皇
陛
下
に
、
献
呈
さ
れ
る
た
め
に
邦
訳
さ
れ

た
二
冊
の
本
が
全
て
の
招
待
客
に
配
ら
れ
た
。「
悲
劇

の
軍
艦　

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
と
「
テ
ヘ
ラ
ン
脱
出

│
世
紀
の
救
出
作
戦
│
」。
こ
の
二
冊
の
著
者
は
ト
ル
コ

人
作
家
エ
ル
ダ
ン
・
ギ
ュ
ベ
ン
氏
で
、
非
売
品
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
大
統
領
訪
日
直
前
に
は
、
両
国
の
友
好
に
尽

力
し
て
い
る「
日
本
・
ト
ル
コ
協
会
」（
１
９
２
６
年
創
設
）

の
年
次
総
会
、
講
演
会
そ
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
都
内

で
催
さ
れ
て
い
る
。
同
協
会
の
名
誉
総
裁
、
三
笠
宮
殿

下
を
お
迎
え
し
、
名
誉
会
長
の
セ
ル
メ
ッ
ト
・
ア
タ
ジ
ャ

ン
ル
駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
、
協
会
会
長
の
丹
羽
宇

一
郎
伊
藤
忠
商
事
（
株
）
会
長
ら
が
参
列
し
、
日
本
と

ト
ル
コ
の
関
係
者
と
と
も
に
大
い
に
友
好
の
輪
を
深
め

て
い
た
。
ト
ル
コ
大
統
領
訪
日
と
併
せ
て
、
フ
ォ
ト
・

レ
ポ
ー
ト
す
る
。　
（
平
早
勉
／
写
真
家
・
串
本
大
使
）

トルコ舞踊団の公演を楽しく観劇する、ギュル大統
領（中央）。左は大統領夫人。右は国務大臣。
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トルコの「シャーマン舞踊団」は、作品『出合い』
を上演。04年に結成されたグループは 45名のアー
ティストで構成され、トルコ文化にとって重要なア
ナトリア地方で続いている伝統舞踊、民謡、衣装の
特徴を表現。モダンダンス、アクロバットやフラメ
ンコなどの多様なパフォーマンスを取り入れており、
本公演はカラフルでリズミカルで、パワーあふれる
ステージ。お世辞抜きで素晴らしい公演で、万雷の
拍手はしばし鳴りやまなかったほどだ。
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公演終了後、サプライズ・プレゼントの本が
入った赤い箱を抱えてハッピーな在日トルコ
の子どもたち。大統領と会えて興奮の余韻が
さめない。

出迎えたアタジャンル駐日トルコ大使と握手を交わす、
三笠宮殿下。

講演会でトルコの思い出を語る三笠宮殿下。

日本との友好促進を熱心に訴えていたアタジャンル
駐日トルコ大使。

日本・トルコ協会の新会長に就任した丹羽宇一郎
伊藤忠商事（株）会長は友好と発展を願いスピーチ。
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講演者のスピーチに耳を傾ける三笠宮殿下
と妃殿下。

会場入りする殿下は拍手で出迎える参加者に軽く会釈する。
先導するのは、協会前会長の米倉功伊藤忠商事（株）名誉理事。

レセプションでは日本とトルコの友好発展を願って、乾杯！　
殿下は大使とグラスを交わした。

トルコ関係者、日本人外交官と熱心に話し込む三笠宮殿下。

平早 勉（ひらはや・つとむ）
１９４８年千葉市生まれ。中央大学卒。サラリー
マン生活を経て 30 歳の春以降、ヨーロッパ、ア
フリカ、北南米、中東、アジアをめぐる４年半の
海外放浪。帰国後週刊読売の契約カメラマンのの
ちフリーになる。ライフワークは子供の目線で撮
る「世界の子供たち」現在渡航国は 80 ケ国を数
える。日本＝トルコ友好発祥の地、和歌山県串本
町より「串本大使」を任命される。２００８年４
月に写真集『７歳のプレリュード』を刊行。

平早勉写真集
『７歳のプレリュード』
発行・気天舎／発売・星雲社
本体 1000 円＋税

インターナショナル
スクールに通う一人
の少女の生活と成長
を追う
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マ
オ
イ
ス
ト
の
本
拠
地
ロ
ル
パ
へ

　

２
０
０
４
年
９
月
20
日
、
私
は
ジ
ー
プ
で
ゴ

ラ
ヒ
を
出
発
、
車
で
行
け
る
最
終
地
点
で
あ
る

ロ
ル
パ
郡
南
部
の
ダ
ハ
バ
ン
に
向
か
っ
た
。
未

舗
装
の
悪
路
を
北
へ
４
時
間
、
車
１
台
が
よ
う

や
く
通
れ
る
道
幅
し
か
な
い
山
道
を
の
ろ
の

ろ
と
進
む
あ
い
だ
、
２
、３
台
の
ロ
ー
カ
ル
バ

ス
と
す
れ
ち
が
っ
た
以
外
は
見
か
け
た
車
も
な

い
。

　

午
後
２
時
半
、
標
高
約
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
あ
る
ダ
ハ
バ
ン
に
着
い
た
。
小
さ

な
バ
ザ
ー
ル
は
霧
に
包
ま
れ
て
周
囲
が
見
通
せ

な
い
。
茶
店
に
入
る
と
、
早
速
、
一
人
の
マ
オ

イ
ス
ト
に
会
っ
た
。
警
官
や
国
軍
の
治
安
部
隊

も
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
す

で
に
マ
オ
イ
ス
ト
の
本
拠
地
に
入
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
。

　

赤
土
の
松
林
を
半
時
間
も
歩
い
て
下
る
と
、

強
い
雨
が
降
り
出
し
た
。
雨
宿
り
を
す
る
民
家

も
岩
陰
も
な
い
た
め
に
、
と
に
か
く
早
足
で
山

を
下
る
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
滑
り
や
す
い

赤
土
の
た
め
に
、
急
ご
う
と
す
る
と
す
ぐ
に
足

が
と
ら
れ
る
。
傘
を
さ
し
て
も
、
雨
を
さ
え
ぎ

る
の
は
肩
か
ら
上
だ
け
で
、
リ
ュ
ッ
ク
は
す
ぐ

に
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
へ
出
稼
ぎ

に
行
き
、
家
に
帰
る
途
中
だ
と
い
う
数
人
の
村

人
は
、
全
員
が
大
き
な
荷
物
を
背
負
っ
て
い
た

が
、身
体
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
・

シ
ー
ト
を
か
ぶ
り
、
早
足
で
降
り
て
い
く
。
山

を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
民
家
で
雨
宿
り
を
し

た
た
め
に
、
ヌ
ワ
ガ
ウ
ン
村
に
着
い
た
と
き
に

は
、
す
で
に
暗
く
な
り
か
か
っ
て
い
た
。

　

村
に
あ
る
学
校
の
教
師
の
家
が
、
こ
の
夜
の

宿
と
な
っ
た
。
村
人
を
通
じ
て
、
マ
オ
イ
ス
ト

と
の
接
触
を
試
み
る
と
、
翌
朝
、〝
バ
ー
ラ
ト
〞

と
い
う
党
名
を
も
つ
若
い
マ
オ
イ
ス
ト
が
や
っ

て
き
た
。
バ
ー
ラ
ト
は
、
ロ
ル
パ
を
本
拠
と

す
る
人
民
解
放
軍
第
一
旅
団
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
。〝
ベ
ニ
襲
撃
〞
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く

の
襲
撃
に
参
加
し
た
と
言
う
。
３
ヶ
月
前
に
バ

小倉清子（おぐら・きよこ）
1957 年栃木県生まれ。
81 年東京大学卒業後、科学雑誌、月刊誌の
編集者を経て、93 年よりネパールに在住。
ジャーナリストとして主にネパールの政治、
社会問題を取材する。
主著に「王国を揺るがした 60日」（亜紀書房）、
共著に「匿されしアジア」（風媒社）などが
ある。

ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
マ
オ
イ
ス
ト
拠
点

ロ
ル
パ
取
材
記

マ
ガ
ラ
ー
ト
自
治
区
人
民
政
府
議
長

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル

　
　
　

と
の
再
会
を
求
め
て

小
倉
清
子

ア
ジ
ア
プ
レ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

西
ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
ロ
ル
パ
郡
は
マ
オ
イ
ス
ト
の
〝
首
都
〞
と
い
っ

て
い
い
土
地
で
あ
る
。
マ
オ
イ
ス
ト
は
１
９
９
６
年
２
月
に
人
民
戦
争

を
開
始
し
て
以
来
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
西
約
２
５
０
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ

る
ロ
ル
パ
と
そ
の
北
に
接
す
る
ル
ク
ム
郡
を
、
武
装
闘
争
の
本
拠
地
と

し
て
き
た
。
本
格
的
に
マ
オ
イ
ス
ト
の
取
材
を
始
め
て
か
ら
、
私
の
興

味
も
つ
ね
に
ロ
ル
パ
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
○
回
を
超
え
る
ロ

ル
パ
へ
の
取
材
で
、
私
は
ネ
パ
ー
ル
に
ロ
ル
パ
と
い
う
土
地
が
な
か
っ

た
ら
、
こ
の
国
に
反
政
府
武
装
勢
力
〝
マ
オ
イ
ス
ト
〞
が
誕
生
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
記
す
の
は
、
２
０
０
４
年
９
月
半
ば
に
行
っ
た
三
度
目
の

ロ
ル
パ
行
の
話
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
取
材
の
目
的
は
、
ロ
ル
パ
出
身

の
マ
オ
イ
ス
ト
で
あ
る
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
に
再
会
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
サ
ン
ト
ス
は
、
こ
の
年
１
月
に
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主

義
派
が
樹
立
を
宣
言
し
た
マ
ガ
ル
族
の
自
治
区
「
マ
ガ
ラ
ー
ト
自
治
区

人
民
政
府
」
の
議
長
で
あ
る
。
彼
へ
の
接
触
は
、
ロ
ル
パ
に
入
っ
て
か

ら
現
地
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
接
触
ま
で
何
日
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
腰
を
据
え
て
待
つ
覚
悟
で
い
た
。
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ン
ケ
郡
で
、
武
装
警
察
隊
22
人
が
死
亡
し
た
待

ち
伏
せ
攻
撃
は
彼
一
人
で
行
っ
た
の
だ
と
話
し

た
。
道
路
に
導
線
の
つ
い
た
地
雷
を
仕
掛
け
、

丸
２
日
間
、
治
安
部
隊
の
車
が
通
る
の
を
待
っ

た
あ
と
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
の
だ
と
言
う
。

何
気
な
い
話
し
方
か
ら
、
彼
が
経
験
の
あ
る
ゲ

リ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
が
ロ
ル
パ
に

来
た
目
的
を
話
す
と
、
バ
ー
ラ
ト
は
「
先
に
進

ん
で
、
あ
る
程
度
責
任
あ
る
地
位
の
マ
オ
イ
ス

ト
と
接
触
を
し
ろ
」
と
言
っ
た
。

「〝
イ
ー
グ
ル
〞
に
接
触
し
ろ
」

　

私
は
と
り
あ
え
ず
、
ガ
イ
リ
ガ
ウ
ン
村
の

テ
ィ
ラ
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
ヌ
ワ
ガ
ウ
ン

を
出
て
川
沿
い
に
東
に
向
か
い
、
２
時
間
を
超

え
る
登
り
の
あ
と
、
テ
ィ
ラ
の
バ
ザ
ー
ル
に
着

い
た
。
こ
こ
で
も
、
す
ぐ
に
マ
オ
イ
ス
ト
の
方

か
ら
会
い
に
き
た
。
今
度
は
、〝
パ
ダ
ム
〞
と

い
う
党
名
を
も
つ
18
歳
の
マ
オ
イ
ス
ト
で
あ

る
。
マ
ガ
ル
族
の
パ
ダ
ム
は
、
隣
村
の
学
校
に

通
う
学
生
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
若
い
年
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
パ
ダ
ム
は
私
が
す
る
た
く
さ
ん

の
質
問
に
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
れ
た
。

　

マ
オ
イ
ス
ト
の
党
首
〝
プ
ラ
チ
ャ
ン
ダ
〞

は
、
９
月
１
日
に
出
し
た
声
明
文
の
な
か
で
、

〝
ネ
パ
ー
ル
の
僻
地
に
あ
る
、
あ
る
村
〞 

で
、

最
近
、
党
中
央
委
員
会
の
総
会
が
開
か
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

私
は
こ
の
総
会
が
ロ
ル
パ
で
開
か
れ
た
こ
と
を

知
っ
た
。
実
際
に
ロ
ル
パ
に
来
て
さ
ま
ざ
ま
な

マ
オ
イ
ス
ト
に
聞
い
て
み
る
と
、
誰
も
明
確
に

は
言
わ
な
い
も
の
の
、
総
会
が
タ
バ
ン
村
で
開

か
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
で
き
た
。
普
段
は

イ
ン
ド
側
に
潜
行
し
て
い
る
党
首
プ
ラ
チ
ャ
ン

ダ
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
を
含
め
た
、
中
央
委

員
95
人
全
員
が
こ
の
総
会
に
出
席
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
央
委
員
会
総
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

重
要
な
新
決
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
を
聞

く
こ
と
も
、
今
回

の
取
材
目
的
の
一

つ
だ
っ
た
。
マ
オ

イ
ス
ト
の
党
組
織

全
体
が
地
下
に
潜

行
し
て
い
る
状
態

で
は
、
カ
ト
マ
ン

ズ
で
は
な
か
な
か

詳
し
い
情
報
は
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
支

配
す
る
地
域
に
実

際
に
入
っ
て
、
彼

ら
と
直
接
話
を
す

る
こ
と
が
、
詳
細
な
情
報
を
得
る
最
良
の
方
法

で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
で
実
感
し

て
き
た
。

　

テ
ィ
ラ
の
小
さ
な
集
落
で
は
朝
か
ら
小
雨
が

降
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
登
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
、
背
後
に
そ
び
え
る
山
の
頂
も
、
白
い

霧
に
覆
わ
れ
て
見
え
な
い
。
私
は
雨
が
あ
が
る

の
を
待
ち
、
翌
朝
テ
ィ
ラ
を
出
た
。
出
発
間
際

に
〝
パ
ダ
ム
〞
か
ら
「
ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
に

着
い
た
ら
、〝
イ
ー
グ
ル
〞
と
接
触
す
る
よ
う
」

言
わ
れ
た
。

　

集
落
を
出
る
と
す
ぐ
に
登
り
が
始
ま
っ
た
。

霧
に
包
ま
れ
て
周
囲
が
ま
っ
た
く
見
通
せ
な

い
。し
ば
ら
く
は
途
中
で
す
れ
違
う
人
も
な
く
、

見
通
し
が
悪
い
た
め
に
正
し
い
道
を
行
っ
て
い

る
の
か
否
か
不
安
に
な
る
。
１
時
間
あ
ま
り
、

急
な
傾
斜
を
一
気
に
登
る
と
標
高
約
２
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
頂
に
出
た
。
１
時
間
ほ
ど
山
を
下

る
と
、
よ
う
や
く
村
落
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ

は
も
う
ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
だ
っ
た
が
、
宿
の

あ
る
バ
ザ
ー
ル
ま
で
は
山
腹
の
道
を
さ
ら
に
２

時
間
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ど
の
村
で
も
、
到
着
す
る
と
ま
ず
茶
店
に
入

る
。
甘
い
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
身
体
を
休
息
さ

せ
る
と
と
も
に
、
村
人
と
話
し
を
す
る
う
ち

に
、
地
元
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ

ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
の
バ
ザ
ー
ル
に
到
着
す
る

と
、
一
番
手
前
に
あ
る
茶
店
に
入
っ
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
茶
店
の
前
を
若
い
男
が
通
り
か

か
っ
た
。
店
の
主
人
が
、
こ
の
男
を
呼
び
入
れ

て
紹
介
し
て
く
れ
た
。
偶
然
に
も
、
こ
の
男
が

〝
イ
ー
グ
ル
〞
だ
っ
た
。

　

イ
ー
グ
ル
は
私
を
バ
ザ
ー
ル
の
中
心
に
あ
る

宿
に
案
内
し
た
。
バ
ザ
ー
ル
と
言
っ
て
も
、
20

軒
ほ
ど
の
家
が
並
ぶ
小
さ
な
集
落
で
あ
る
。
こ

れ
で
も
、
か
つ
て
は
ロ
ル
パ
で
最
も
栄
え
た
バ

ザ
ー
ル
の
一
つ
だ
っ
た
と
い
う
。
ネ
パ
ー
ル
の

山
岳
地
帯
で
は
、
旅
人
に
食
事
を
提
供
す
る
家

が
〝
宿
〞
で
、料
金
も
食
事
代
し
か
と
ら
な
い
。

私
が
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
宿
泊
客
用

の
部
屋
が
３
つ
も
あ
る
大
き
な
宿
だ
っ
た
。
家

の
裏
庭
に
は
め
ず
ら
し
く
、
ト
イ
レ
ま
で
あ

る
。
バ
ザ
ー
ル
の
中
心
に
は
、こ
う
し
た
〝
宿
〞

が
数
軒
並
ん
で
い
た
。
夜
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

こ
と
だ
が
、
こ
こ
は
武
装
・
非
武
装
両
方
の
マ

オ
イ
ス
ト
た
ち
の
通
り
道
に
な
っ
て
お
り
、
大

勢
の
マ
オ
イ
ス
ト
が
こ
の
バ
ザ
ー
ル
で
、
毎
日

の
よ
う
に
食
事
を
し
た
り
宿
泊
し
た
り
す
る
の

だ
っ
た
。

　

こ
の
夜
も
、
私
が
泊
ま
っ
た
宿
に
、
６
、７

人
の
マ
オ
イ
ス
ト
が
宿
泊
し
て
い
た
。
暗
く

な
っ
て
か
ら
到
着
し
た
彼
ら
は
、
ロ
ル
パ
の
北

に
接
す
る
ル
ク
ム
郡
か
ら
来
た
の
だ
と
い
う
。

部
屋
と
言
っ
て
も
、
何
枚
か
の
板
の
仕
切
り
が

あ
る
だ
け
で
、
大
き
な
隙
間
か
ら
隣
の
部
屋
の

様
子
が
丸
見
え
で
あ
る
。
一
つ
の
部
屋
に
は
３

つ
か
ら
４
つ
の
ベ
ッ
ド
が
く
っ
つ
い
て
置
い
て

あ
り
、
宿
泊
者
は
そ
こ
に
雑
魚
寝
を
す
る
。

　

私
は
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
最
も
年
長
者
ら
し

い
マ
オ
イ
ス
ト
と
話
を
始
め
た
。
年
長
者
と
は

言
っ
て
も
、
小
柄
で
30
代
後
半
に
し
か
見
え
な

い
。〝
ラ
ジ
ャ
ン
〞
と
い
う
党
名
を
も
つ
こ
の

マ
オ
イ
ス
ト
は
、
格
子
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
眼
鏡

を
掛
け
た
容
貌
や
話
し
方
か
ら
、
元
教
師
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
実
は
、
党
首
〝
プ
ラ

ロ
ル
パ
の
特
産
物
で
あ
る
大
麻
か
ら
と
れ
る
糸
を
繰
る
マ
ガ
ル
の
女
性
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チ
ャ
ン
ダ
〞
を
は
じ
め
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
リ
ー

ダ
ー
に
は
学
校
教
師
の
経
験
者
が
多
い
。
ロ
ル

パ
出
身
の
リ
ー
ダ
ー
に
い
た
っ
て
は
、
ほ
と
ん

ど
が
元
教
員
で
あ
る
。
教
師
が
ロ
ル
パ
を
〝
コ

ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
土
地
〞
に
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　
〝
ラ
ジ
ャ
ン
〞
に
マ
ガ
ラ
ー
ト
自
治
区
人
民

政
府
議
長
の
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
に
会

い
た
い
む
ね
を
伝
え
る
と
、
彼
は
答
え
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
は
皆
、
こ
こ
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に

い
ま
す
。
彼
ら
に
会
え
る
可
能
性
は
低
い
。
こ

の
ま
ま
先
に
進
ん
で
も
、
徒
労
に
終
わ
る
可
能

性
が
高
い
」

　

は
っ
き
り
と
は
言
わ
な
い
が
、「
あ
き
ら
め

て
帰
れ
」
と
い
う
意
味
に
と
れ
た
。
し
か
し
、

何
日
で
も
腰
を
据
え
て
待
つ
つ
も
り
で
き
た
私

は
、
こ
の
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
き
ら
め
る
つ
も

り
は
毛
頭
な
か
っ
た
。

〝
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
〞
へ

　

ロ
ル
パ
に
入
っ
て
４
日
目
、
私
は
ま
だ
、
今

回
の
取
材
目
的
で
あ
る
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ

ガ
ル
へ
の
接
触
ル
ー
ト
を
探
せ
ず
に
い
た
。
し

か
し
、〝
協
力
者
〞
は
そ
れ
ほ
ど
待
た
ず
に
現

れ
た
。
そ
の
日
の
午
後
、
私
が
滞
在
す
る
バ

ザ
ー
ル
に
７
、８
人
の
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
き

た
。
こ
の
な
か
の
一
人
で
〝
サ
ン
バ
ト
〞
と
い

う
党
名
を
も
つ
マ
オ
イ
ス
ト
が
、「
自
分
は
通

信
機
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
リ
ー
ダ
ー

と
連
絡
を
試
み
る
。
人
を
送
っ
て
で
も
連
絡
を

す
る
」
と
、
心
強
い
返
答
を
く
れ
た
の
だ
。
ど

う
や
ら
、
リ
ー
ダ
ー
の
何
人
か
は
、
そ
れ
ほ
ど

〝
遠
く
〞
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
歩
い
て
１
、２

日
の
距
離
に
い
る
ら
し
か
っ
た
。

　

サ
ン
バ
ト
の
言
葉
を
信
用
し
て
、
私
た
ち
は

待
つ
こ
と
に
し
た
。
待
つ
あ
い
だ
に
、
私
は
隣

村
で
３
日
間
開
か
れ
る〝
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
〞

を
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
が
主

催
す
る
こ
の
祭
り
に
は
、
ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村

か
ら
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
バ

ザ
ー
ル
で
は
朝
か
ら
伝
統
的
な
太
鼓
の
鳴
ら
す

音
に
合
わ
せ
て
、
マ
ガ
ル
族
の
踊
り
を
練
習
す

る
子
供
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

昼
ご
ろ
に
な
る
と
、
隣
村
に
行
く
た
め
に
老

人
や
女
性
た
ち
が
集
ま
り
だ
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
３
日
間
を
コ
ル
チ
ャ
バ
ン
で
過
ご
す
た

め
に
、
持
参
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
食
糧

が
入
っ
た
か
ば
ん
を
か
つ
い
で
い

る
。
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、

年
寄
り
が
多
い
。
ロ
ル
パ
の
特
産

品
で
あ
る
大
麻
の
糸
を
巻
き
取
り

な
が
ら
、
出
発
を
待
つ
60
代
の
女

性
に
、「
祭
り
に
は
行
き
た
く
て
行

く
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
、「
お
上

（
マ
オ
イ
ス
ト
の
こ
と
）
が
厳
し
く

て
ね
」
と
、
強
制
的
に
参
加
さ
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

　

午
後
３
時
す
ぎ
、
バ
ザ
ー
ル
の

広
場
に
60
人
ほ
ど
が
列
を
作
っ
て
、

〝
行
進
〞
の
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
全

員
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
村
人
を
武

装
化
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る〝
人

民
軍
事
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞
の
参
加

者
だ
。
２
拍
子
の
太
鼓
の
音
に
合

わ
せ
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
「
エ
ク
、

ド
ゥ
イ
（
１
、２
）。
エ
ク
、
ド
ゥ
イ
。
全
員
、

コ
マ
ン
ダ
ー
を
よ
く
見
て
！
」
と
怒
鳴
る
。
単

純
な
行
進
の
練
習
だ
が
、
学
校
に
も
行
っ
た
こ

と
の
な
い
大
人
も
多
く
、
な
か
に
は
同
じ
側
の

足
と
手
が
同
時
に
出
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
う

ま
く
行
進
で
き
な
い
人
も
い
る
。

　

ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
に
着
い
て
３
日
目
の
朝

７
時
、
私
は
〝
サ
ン
バ
ト
〞、
そ
し
て
サ
ン
バ

ト
の
妻
と
と
も
に
隣
村
に
向
か
っ
た
。
サ
ン
バ

ト
の
右
腕
は
義
手
だ
っ
た
。
警
察
詰
め
所
を
襲

撃
し
た
際
に
、
撃
た
れ
て
切
断
し
た
の
だ
と
い

う
。
サ
ン
バ
ト
が
小
さ
な
バ
ッ
グ
を
左
肩
か
ら

下
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、〝
ル

ン
ギ
〞
と
い
う
長
い
腰
巻
姿
の
妻
は
、
背
中
に

重
そ
う
な
リ
ュ
ッ
ク
を
担
ぎ
、
さ
ら
に
も
う
一

つ
の
バ
ッ
グ
の
紐
を
頭
に
か
け
て
黙
々
と
歩
い

て
い
た
。
夫
の
分
の
荷
物
も
彼
女
が
運
ん
で
い

る
よ
う
だ
っ
た
。
サ
ン
バ
ト
の
後
ろ
か
ら
山
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
濃
紺
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
下

か
ら
、
肩
か
ら
紐
で
吊
る
下
げ
た
皮
製
の
入
れ

物
に
ピ
ス
ト
ル
が
入
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

　

サ
ン
バ
ト
は
マ
オ
イ
ス
ト
の
ロ
ル
パ
郡
事

務
局
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
妻
も
郡
委
員
会
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
二
人
と
も
20
代
だ
が
、
古
参
マ

オ
イ
ス
ト
と
い
っ
て
い
い
。
村
に
着
く
ま
で
の

あ
い
だ
、
サ
ン
バ
ト
は
人
民
戦
争
を
開
始
し
た

日
に
ロ
ル
パ
南
部
に
あ
る
ホ
レ
リ
警
察
詰
め
所

を
襲
撃
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

話
を
し
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
の
最
初
の
襲
撃
を
決

行
し
た
の
は
、
30
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た

と
い
う
。ほ
と
ん
ど
が
10
代
、20
代
の
若
者
だ
っ

た
。

 

「
当
時
、
武
器
は
狩
猟
用
の
自
家
製
銃
と
〝
ガ

グ
リ
・
ボ
ム
〞（
水
差
し
の
な
か
に
爆
発
物
を

入
れ
た
爆
弾
）
し
か
な
か
っ
た
。
ガ
グ
リ
・
ボ

ム
は
う
ま
く
爆
発
し
な
か
っ
た
ん
だ
」

　

サ
ン
バ
ト
は
８
年
以
上
前
の
話
を
楽
し
そ
う

に
語
っ
た
。
最
初
の
襲
撃
で
は
、「
人
を
殺
さ

な
い
」
と
い
う
党
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
警
官

を
し
ば
っ
て
銃
な
ど
を
奪
っ
た
あ
と
、
全
員
を

解
放
し
た
の
だ
と
い
う
。
彼
は
人
民
戦
争
が
始

ま
る
前
の
経
験
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

 「
ち
ょ
う
ど
10
年
前
、リ
バ
ン
（
郡
庁
所
在
地
）

の
高
校
に
在
学
し
て
い
る
と
き
、
自
宅
を
放
火

し
た
か
ど
で
二
回
逮
捕
さ
れ
て
、
拘
置
所
に
入

れ
ら
れ
た
。
拘
置
所
の
な
か
で
試
験
を
受
け
た

ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
で
マ
オ
イ
ス
ト
指
導
の

も
と
で
行
進
の
訓
練
を
す
る
村
人
た
ち
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こ
と
も
あ
っ
た
。
二
回
と
も
私
は
無
実
で
、
ネ

パ
ー
ル
会
議
派
の
支
持
者
が
自
分
で
火
を
つ
け

て
、
私
に
罪
を
な
す
り
つ
け
た
ん
だ
」

　

彼
の
話
は
１
９
９
０
年
の
民
主
化
か
ら
人
民

戦
争
が
始
ま
る
前
の
数
年
間
、
こ
こ
ロ
ル
パ
郡

で
起
こ
っ
た
何
千
と
い
う
ケ
ー
ス
の
一
つ
に
す

ぎ
な
い
。
マ
オ
イ
ス
ト
の
支
持
者
に
対
し
て
、

ネ
パ
ー
ル
会
議
派
の
支
持
者
は
与
党
で
あ
る
強

み
を
利
用
し
て
多
く
の
偽
の
訴
訟
を
起
こ
し
、

敵
党
の
支
持
者
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
大
勢
が
逮
捕
さ
れ
、
逮
捕
を
恐
れ
た

大
勢
の
人
が
村
を
離
れ
た
。
ロ
ル
パ
の
人
た
ち

の
あ
い
だ
で
、
反
国
家
感
情
が
強
く
な
っ
た
原

因
の
一
つ
が
、
与
党
に
よ
る
こ
う
し
た
偽
の
訴

訟
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。

「
人
民
戦
争
は
最
後
の
段
階
に
来
て
い
る
」

　

私
た
ち
が
コ
ル
チ
ャ
バ
ン
村
ハ
ン
ニ
ン
に
着

い
た
の
は
、
午
前
10
時
ご
ろ
だ
っ
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
ス
ト
祭
り
の
会
場
は
、
標
高
２
０
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
山
の
峰
に
あ
る
広
場
だ
っ
た
。
広

場
の
中
央
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
コ
ー
ト
が
作

ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
周
辺
の
村
々
か
ら
来
た

人
た
ち
が
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
食
堂
や
店
を
開

い
て
い
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
コ
ー
ト
で
開
会
式
が
始

ま
っ
た
。
村
に
は
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
た
め

に
、
ソ
ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（
太
陽
電
池
）
を

使
っ
て
マ
イ
ク
で
演
説
す
る
。
主
賓
の
一
人
で

あ
る
サ
ン
バ
ト
が
演
説
を
始
め
た
。

 

「
わ
れ
わ
れ
の
人
民
戦
争
は
最
後
の
段
階
に
来

て
い
る
。
中
央
権
力
を
占
拠
す
る
た
め
に
最

後
の
闘
い
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
は

政
府
と
の
対
話
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
政
府
側
が
ネ
パ
ー
ル
国
民
に
完
全
な
主
権

を
与
え
る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ

も
対
話
の
席
に
着
く
だ
ろ
う
。さ
も
な
け
れ
ば
、

私
た
ち
は
戦
い
を
続
け
る
だ
け
だ
」

　

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
、
和
平
交
渉
の
再
開

に
対
す
る
期
待
が
日
に
日
に
強
ま
る
ば
か
り
だ

が
、
こ
う
し
て
ロ
ル
パ
で
マ
オ
イ
ス
ト
の
話
す

こ
と
を
聞
い
て
い
る
と
、
対
話
解
決
の
道
は
ま

だ
ま
だ
遠
い
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
る
。

　

開
会
式
が
終
わ
る
と
、
参
加
し
て
い
る
４
つ

の
村
の
学
校
対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が

始
ま
っ
た
。
山
岳
民
族
で
あ
る
マ
ガ
ル
族
の
少

年
た
ち
は
、
も
と
も
と
運
動
神
経
が
い
い
の
だ

ろ
う
。白
い
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
、白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
が
続
く
。
ポ
ー
ル
に
共
産
党
の
赤
い
旗
が
立

て
ら
れ
た
野
天
の
コ
ー
ト
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

試
合
を
、
各
村
か
ら
来
た
人
た
ち
は
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
を
訪
れ
て
み
て
、
私
は

自
分
が
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
ロ
ル
パ
の
マ
ガ
ル
族
は
も
と
も
と
、
ネ

パ
ー
ル
最
大
の
祭
り
で
あ
る
ダ
サ
イ
ン
祭
や
満

月
の
日
な
ど
に
、
こ
う
し
て
村
人
が
集
ま
っ
て

は
伝
統
的
な
踊
り
を
踊
っ
て
楽
し
ん
だ
。
祭
り

は
彼
ら
の
文
化
継
承
の
場
で
も
あ
っ
た
わ
け

だ
。
と
こ
ろ
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
人
民
戦
争
を

始
め
る
と
、
ロ
ル
パ
で
は
祭
り
が
次
第
に
減
っ

て
い
き
、
数
年
前
か
ら
は
ま
っ
た

く
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

マ
オ
イ
ス
ト
が
一
般
の
村
人
の

た
め
に
、
こ
う
し
た
祭
り
を
開
く

の
は
、
ロ
ル
パ
で
も
初
め
て
の
こ

と
だ
と
い
う
。
ロ
ル
パ
が
マ
オ
イ

ス
ト
の
本
拠
地
と
な
っ
た
背
景
を

考
え
る
と
き
、
こ
の
土
地
の
先
住

民
族
で
あ
る
マ
ガ
ル
族
の
歴
史
や

文
化
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
私

は
、
彼
ら
の
伝
統
文
化
を
、
マ
オ

イ
ス
ト
の
支
配
下
に
あ
る
現
在
の

ロ
ル
パ
で
、
ま
さ
か
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
予
測
も
し
て
い

な
か
っ
た

　

ハ
ン
ニ
ン
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
練
習
を
す
る
少
年
た
ち
の
声
や
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
音
で
活
気
に

満
ち
て
い
た
。
主
催
者
は
マ
オ
イ

ス
ト
だ
が
、
村
人
た
ち
は
こ
の
〝
コ
ミ
ュ
ニ
ス

ト
祭
り
〞
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
こ
は
郡
庁
所
在
地
リ
バ
ン
か
ら
歩

い
て
わ
ず
か
数
時
間
の
距
離
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、〝
国
〞の
存
在
が
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。

村
の
治
安
を
守
る
は
ず
の
警
察
詰
め
所
が
、
マ

オ
イ
ス
ト
か
ら
の
襲
撃
を
恐
れ
て
次
々
に
村
を

離
れ
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
銀
行
や
役
所
も
郡

庁
所
在
地
に
引
き
上
げ
た
。村
々
に
残
っ
た〝
公

務
員
〞
と
い
え
ば
、
学
校
の
教
師
と
保
健
所
の

ス
タ
ッ
フ
、そ
し
て
郵
便
局
員
く
ら
い
で
あ
る
。

郡
庁
所
在
地
リ
バ
ン
に
駐
屯
す
る
国
軍
や
警
察

の
治
安
部
隊
も
、
徒
歩
で
は
年
に
数
え
る
ほ
ど

し
か
や
っ
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
、
私
が

ロ
ル
パ
に
い
る
あ
い
だ
、
毎
日
の
よ
う
に
軍
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
を
飛
ん
で
き
た
。
祭
り

２
日
目
の
朝
も
、
東
の
リ
バ
ン
の
ほ
う
か
ら
飛

ん
で
き
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
会
場
の
上
空

ハ
ン
ニ
ン
で
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
で
演
説
を

す
る
サ
ン
バ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
を
見
学
に
き
た

マ
ガ
ル
族
の
女
性
た
ち
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を
２
回
旋
回
し
て
戻
っ
て
い
っ
た
。
何
か
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
作
戦
）
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
近
づ
く
の
を
見
て
、
会
場

の
村
人
た
ち
の
間
に
動
揺
が
広
ま
っ
た
。
な
か

に
は
慌
て
て
逃
げ
出
す
人
も
い
る
。
そ
れ
を
見

て
マ
オ
イ
ス
ト
が
「
慌
て
る
な
、
逃
げ
る
な
」

と
叫
ぶ
。
し
か
し
、
村
人
が
怖
が
る
の
も
無
理

は
な
い
。３
月
に
あ
っ
た
ベ
ニ
襲
撃
直
後
に
も
、

人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
爆
弾

を
落
と
し
、
一
般
人
８
人
が
死
亡
し
た
。
政
府

側
治
安
部
隊
は
〝
掃
討
作
戦
〞
の
名
の
も
と
に
、

ほ
と
ん
ど
無
差
別
に
人
を
殺
す
。

マ
ガ
ル
族
の
〝
戦
い
の
踊
り
〞

　

祭
り
の
会
場
で
は
、
各
村
か
ら
来
た
グ
ル
ー

プ
が
マ
ガ
ル
族
の
伝
統
的
な
踊
り
で
あ
る
〝
サ

ラ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
〞
を
披
露
し
て
い
た
。
太
鼓

の
早
い
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
飛
び
跳
ね
る
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
り
、
走
り
回
っ
た
り

す
る
。
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
た
び
に
、
腰
の
回
り

に
つ
け
た
〝
ボ
ン
ラ
〞
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
鉄

の
鈴
が
鳴
り
、
手
に
持
っ
た
棒
を
前
後
の
人
が

も
つ
棒
と
打
ち
合
わ
せ
る
。
こ
れ
を
２
時
間
も

３
時
間
も
延
々
と
続
け
る
の
で
あ
る
。
か
な
り

の
運
動
量
だ
。
踊
り
の
あ
い
だ
、
先
頭
に
年
長

者
の
〝
ア
グ
ワ
（
リ
ー
ダ
ー
）〞
が
い
て
、
他

の
男
た
ち
は
彼
の
動
き
を
真
似
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

60
代
か
ら
10
代
の
男
た
ち
が
混
じ
っ
た
グ

ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
子
供
た
ち
だ
け
の
グ
ル
ー

プ
も
あ
る
。

 

「
サ
ラ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
は
戦
い
の
踊
り
で
も
あ

る
ん
だ
。
私
た
ち
の
人
民
戦
争
も
、
あ
の
棒
か

ら
始
ま
っ
た
ん
だ
」

　

踊
り
を
見
な
が
ら
サ
ン
バ
ト
が
解
説
し
て
く

れ
た
。

　

山
岳
民
族
で
あ
る
ロ
ル
パ
の
マ
ガ
ル
族
は
、

理
想
的
な
兵
士
の
素
質
を
も
つ
。
一
度
信
じ
た

考
え
は
、
め
っ
た
な
こ
と
で
は
転
向
し
な
い
と

い
う
性
格
。
対
立
し
た
〝
敵
〞
と
は
徹
底
的
に

闘
う
執
念
深
さ
。
リ
ー
ダ
ー
を
信
じ
て
、
仲
間

う
ち
で
は
強
い
団
結
力
を
示
す
。
そ
し
て
、
優

秀
な
山
岳
ゲ
リ
ラ
に
は
必
須
の
体
力
と
山
で
の

経
験
。
マ
オ
イ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
幹
部
が
集
ま
っ

た
極
秘
の
会
議
が
、
ほ
と
ん
ど
ロ
ル
パ
で
、
し

か
も
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
ガ
ル
族
で
あ
る

北
ロ
ル
パ
で
開
か
れ
る
の

も
、
党
の
リ
ー
ダ
ー
が
こ

こ
の
マ
ガ
ル
族
に
圧
倒
的

な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
か

ら
だ
と
想
像
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
の

会
場
に
設
置
さ
れ
た
テ
ン

ト
の
軒
先
に
は
、
牛
や
水

牛
の
肉
の
塊
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
は
聖
な
る
動
物
と
す
る
牛
を
食
す
る

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

村
人
は
皆
堂
々
と
牛
肉
を
食
べ
て
い
た
。
敬
虔

な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
目
に
し
た
ら
、
と
ん
で

も
な
い
光
景
と
映
る
だ
ろ
う
。
あ
る
村
人
は
こ

う
話
し
た
。

 

「
以
前
は
、
死
ん
だ
（
殺
し
た
の
で
は
な
い
）

牛
の
肉
だ
け
食
べ
て
い
た
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が

来
て
か
ら
、
殺
し
た
牛
も
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
」

マ
ガ
ル
の
人
た
ち
の
伝
統
的
な
楽
器
を

鳴
ら
す

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
で
サ
ラ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
を

踊
る
〝
ア
グ
ワ
〞

マ
ガ
ル
の
人
た
ち
の
伝
統
的
な
サ
ラ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
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ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
入
る
以
前
、
ロ
ル
パ
の
マ

ガ
ル
族
は
牛
を
食
べ
て
い
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
の
国
王
が
ネ
パ
ー
ル
を
統
治
す
る
よ
う
に
な

り
、
牛
を
食
べ
る
の
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
崖
か
ら
落
ち
る
な
ど
し
て

死
ん
だ
牛
だ
け
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
。
ロ
ル

パ
の
マ
ガ
ル
族
が
卑
下
さ
れ
、
官
憲
か
ら
抑
圧

さ
れ
て
き
た
理
由
の
一
つ
が
こ
う
し
た
彼
ら
の

習
慣
に
あ
る
。
民
主
化
以
前
の
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ト

時
代
に
は
、
牛
を
食
べ
た
と
い
う
罪
を
着
せ
ら

れ
て
投
獄
さ
れ
た
マ
ガ
ル
族
も
い
る
と
聞
く
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
村
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、

彼
ら
の
古
い
習
慣
が
再
び
戻
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
三
日
目
の
午
後
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
決
勝
戦
が
終
わ
る
と
、
各
村
対

抗
の
綱
引
き
が
始
ま
っ
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
も
混

じ
っ
て
、
泥
ま
み
れ
の
ゲ
ー
ム
が
続
く
。
夕
方

に
な
る
と
、
下
の
ほ
う
か
ら
霧
が
立
ち
昇
っ
て

き
た
。
山
頂
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
雲
に
包
ま
れ

て
見
え
な
く
な
る
。
日
も
沈
ん
だ
午
後
６
時
す

ぎ
、
表
彰
式
が
始
ま
っ
た
。
踊
り
や
ゲ
ー
ム
で

優
秀
な
チ
ー
ム
に
賞
金
が
与
え
ら
れ
る
。
最
後

に
、
新
し
く
入
党
し
た
マ
オ
イ
ス
ト
が
次
々
と

名
前
を
呼
ば
れ
て
、
サ
ン
バ
ト
の
手
か
ら
額
に

赤
い
粉
が
つ
け
ら
れ
た
。表
彰
式
が
終
わ
る
と
、

他
の
村
か
ら
来
て
い
た
村

人
た
ち
は
、
太
鼓
を
鳴
ら

し
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
。

つ
い
に
自
治
区
の
〝
首
相
〞

に
会
う

　

そ
も
そ
も
、
今
回
私
が

ロ
ル
パ
を
訪
れ
た
最
大
の

目
的
は
、
マ
ガ
ラ
ー
ト
自

治
区
人
民
政
府
の
〝
首
相
〞

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ

ル
と
会
う
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト

祭
り
か
ら
ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
に
戻
る
と
、
政

府
側
治
安
部
隊
が
ロ
ル
パ
北
西
部
に
向
か
っ
て

い
る
と
い
う
情
報
が
広
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

村
か
ら
マ
オ
イ
ス
ト
が
一
斉
に
消
え
て
し
ま
う

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
、
私
は
サ
ン
ト

ス
に
会
う
の
を
あ
き
ら
め
て
、
郡
庁
所
在
地
の

リ
バ
ン
に
行
く
決
心
を
し
た
。
ロ
ル
パ
に
入
っ

て
、
す
で
に
10
日
が
た
っ
て
い
た
。
バ
ザ
ー
ル

で
リ
バ
ン
に
同
行
し
て
く
れ
る
人
を
待
っ
て
い

る
と
、
午
後
に
な
っ
て
、
何
人
か
の
マ
オ
イ
ス

ト
が
現
れ
た
。

　

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
、
見
知
っ
た
マ
オ
イ
ス
ト

に
会
っ
た
の
は
、
こ
の
日
の
夕
方
だ
っ
た
。
す

で
に
暗
く
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
バ
ザ
ー
ル

の
茶
店
の
軒
先
で
、
か
ま
ど
で
焼
い
て
も
ら
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か
じ
り
な
が
ら
、
店
の
家

族
と
話
し
を
し
て
い
る
と
、〝
チ
ャ
タ
ン
〞
と

い
う
党
名
を
も
つ
マ
オ
イ
ス
ト
が
一
人
で
現
れ

た
。
チ
ャ
タ
ン
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
で

会
っ
て
い
た
。
彼
は
祭
り
の
２
日
目
か
ら
ど
こ

か
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
あ
と
で
知
っ
た
の
だ

が
、
私
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
、
直
接
、
サ
ン
ト
ス
・

ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
に
伝
え
る
た
め
に
ロ
ル
パ
北
部

に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

チ
ャ
タ
ン
は
私
を
見
る
と
、「
あ
な
た
が
待
っ

て
い
る
人
が
、
も
う
す
ぐ
来
ま
す
」
と
だ
け

告
げ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
半
ズ
ボ
ン
を
は
い

て
、
ラ
リ
グ
ラ
ス
の
花
模
様
を
編
み
こ
ん
だ
カ

バ
ン
を
肩
か
ら
提
げ
た
マ
ガ
ル
族
の
男
性
が
現

れ
た
。す
で
に
あ
た
り
は
暗
く
な
っ
て
い
た
が
、

す
ぐ
に
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
と
わ
か
っ

た
。

 

「
あ
な
た
が
私
に
会
い
に
来
た
と
聞
い
て
、
遠

く
か
ら
歩
い
て
き
ま
し
た
」

　

ず
い
ぶ
ん
長
時
間
歩
い
て
来
た
ら
し
い
こ
と

は
、
火
照
っ
た
よ
う
な
顔
つ
き
や
少
々
疲
れ
た

表
情
か
ら
も
わ
か
っ
た
。
い
つ
も
笑
み
を
浮
か

べ
た
よ
う
な
人
懐
こ
い
顔
つ
き
、
肩
掛
け
カ
バ

ン
を
持
っ
た
だ
け
の
身
軽
な
格
好
は
、
１
年
半

前
に
ル
ク
ム
郡
で
会
っ
た
と
き
と
ま
っ
た
く
変

わ
ら
な
い
。

 

「
治
安
部
隊
が
近
く
に
来
て
い
る
と
聞
い
て
い

た
の
で
、来
ら
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
私
が
話
す
と
、
サ
ン
ト
ス
は
「
彼
ら
は
も
う

戻
っ
て
い
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
答
え
た
。 

　

サ
ン
ト
ス
が
着
い
た
直
後
、
中
年
の
マ
オ
イ

ス
ト
数
人
が
私
服
の
武
装
マ
オ
イ
ス
ト
を
何
人

か
連
れ
て
バ
ザ
ー
ル
に
来
た
。
そ
の
中
に
政

治
局
メ
ン
バ
ー
の
一
人
も
お
り
、
全
員
が
私
が

泊
ま
っ
て
い
る
の
と
同
じ
宿
に
泊
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

　

こ
の
夜
は
、
さ
す
が
に
私
も
寝
つ
か
れ
な

か
っ
た
。
何
し
ろ
、
形
ば
か
り
の
板
壁
の
向
こ

う
側
に
マ
ガ
ラ
ー
ト
自
治
区
人
民
政
府
の
〝
首

相
〞
と
、
政
治
局
メ
ン
バ
ー
が
泊
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
主
な
理
由
は
、

よ
う
や
く
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
に
会
え

た
こ
と
か
ら
く
る
興
奮
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
も
し
万
が
一
、
こ
こ
に
治
安
部
隊
が
来

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
だ
っ
た
。
し
か

し
、
す
べ
て
は
杞
憂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
翌
早

朝
、
ま
だ
暗
い
う
ち
に
他
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は

南
に
向
け
て
バ
ザ
ー
ル
を
発
っ
た
。
午
前
中
、

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
は
長
い
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
を
警
備
す
る
ジ
ャ
ナ
・
ミ
リ
シ
ア
の
少
女
た
ち

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
祭
り
で
、
一
番
前
で

綱
引
き
を
す
る
〝
イ
ー
グ
ル
〞



13

ロルパ取材記　サントス・ブラ・マガルとの再会を求めて

AsiaWave 167

★特集★

インド・ネパール・アフガニスタン・バリなどなどから
はるばるやってきた衣料品・織物・アクセサリー・
楽器・ＣＤ・ＤＶＤ、、、、が皆様をお待ちしております

http://www.harubaruya.com/
180-0004 武蔵野市吉祥寺本町 1-8-3 コスモビル２階

Phone & Fax. 0422-21-4790
渋谷アムリタ　Phone & Fax. 03-3461-6563
吉祥寺別館   Phone & Fax 0422-22-2433

インド・バリからオリジナル春夏物衣料品
タイの衣料品　バーゲン中でーす！！

9月6日 ( 土 )、7日の日比谷公園における 
"Nepal Day Festival 2008" に出店します

★　軽井沢店は、7、８月は毎日営業です　★

ベリーダンス ､インド舞踊のイベントに
商品を持って参加いたします。ご連絡ください。

ネットでのお買物もお楽しみください！

☆はるばる屋通信☆

自
ら
の
歴
史
を
消
さ
れ
た
マ
ガ
ル
族

　

マ
オ
イ
ス
ト
の
人
民
戦
争
に
ロ
ル
パ
の
マ
ガ

ル
族
が
果
た
す
役
割
は
と
て
も
重
要
だ
。
マ
オ

イ
ス
ト
が
彼
ら
の
組
織
を
全
国
に
拡
大
し
、
国

家
の
土
台
を
揺
る
が
す
勢
力
に
ま
で
な
れ
た
の

も
、
ロ
ル
パ
の
マ
ガ
ル
族
が
彼
ら
の
武
装
組
織

の
中
核
と
し
て
人
民
戦
争
を
支
え
て
き
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
ロ
ル
パ
の
マ
ガ
ル
族
が
い

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
こ
こ
ま
で

勢
力
を
拡
大
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
人

民
戦
争
を
始
め
る
決
断
を
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
マ
オ
イ
ス
ト
と
話
し
て
感
じ
る
の

は
、
彼
ら
が
持
つ
〝
国
家
〞
に
対
す
る
嫌
悪

感
、
そ
し
て
敵
愾
心
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
彼
ら

が
マ
オ
イ
ス
ト
に
な
る
主
な
動
機
と
い
っ
て
も

い
い
。
こ
う
し
た
感
情
の
ル
ー
ツ
が
歴
史
の
な

か
に
あ
る
こ
と
を
、
サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ

ル
は
こ
う
話
し
た
。

 

「
ネ
パ
ー
ル
に
は
も
と
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
民
族

が
先
住
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
か
ら
来
た
イ

ン
ド
ア
ー
リ
ア
系
の
人
た
ち
が
来
て
乗
っ
取
っ

た
。
後
者
は
前
者
を
支
配
す
る
過
程
で
先
住

民
族
の
言
葉
を
廃
し
て
彼
ら
の
言
葉
で
あ
る
ネ

パ
ー
ル
語
に
統
一
し
、
自
分
た
ち
の
宗
教
で
あ

る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
押
し
付
け
た
。
こ
の
過
程

で
、
私
た
ち
先
住
民
族
は
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を

奪
わ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
私
た
ち
の
な
か
に
、

支
配
者
に
対
す
る
敵
愾
心
が
染
み
込
ん
だ
の
で

す
」

　

取
材
の
過
程
で
マ
ガ
ル
族
の
歴
史
を
た
ど
る

う
ち
に
、
彼
ら
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
歴
史
の
被

害
者
」
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
ま
ず
、

彼
ら
の
歴
史
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ネ

パ
ー
ル
人
が
書
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
本
を

読
ん
で
も
、
マ
ガ
ル
族
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
歴
史
と
は
支
配

者
の
歴
史
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
マ
ガ
ル
族
に
マ
オ
イ
ス
ト
が
「
自

分
た
ち
は
国
家
の
被
害
者
で
あ
る
」「
国
家
は

敵
で
あ
る
」
と
教
え
込
む
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど

困
難
な
こ
と
で
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
。

　

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
は
私
と
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
興

味
深
い
要
因
を
加
え
た
。

 
「
も
と
も
と
狩
猟
を
し
て
生
活
し
て
い
た
マ
ガ

ル
族
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結
力
が
と
て
も

強
い
の
で
す
。生
き
る
の
も
死
ぬ
の
も
一
緒
と
、

行
動
を
共
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
獲
物
は
分
け

て
食
べ
る
と
い
う
〝
共
有
〞
の
概
念
が
社
会
に

根
づ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
共
産
主
義
の
思

想
が
受
け
入
れ
や
す
い
の
で
す
」

　　

サ
ン
ト
ス
・
ブ
ラ
・
マ
ガ
ル
は
こ
の
日
、
午

後
遅
く
ま
で
ガ
ル
テ
ィ
ガ
ウ
ン
村
に
留
ま
り
、

夕
方
近
く
、
北
に
向
け
て
発
っ
て
い
っ
た
。
翌

日
早
朝
、
私
は
郵
便
局
の
職
員
と
と
も
に
、
郡

庁
所
在
地
の
リ
バ
ン
に
向
け
て
出
発
し
た
。
マ

リ
川
沿
い
の
山
道
を
歩
い
て
い
る
あ
い
だ
、
道

沿
い
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
生
い
茂
る
雑
草
を
指
し

て
職
員
が
言
っ
た
。

 

「
こ
の
草
は
〝
マ
オ
バ
デ
ィ
・
ゾ
ル
（
マ
オ
イ

ス
ト
の
根
っ
こ
）〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
ん
だ
。

ち
ょ
う
ど
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
出
て
き
た
こ
ろ
か

ら
生
い
茂
り
だ
し
た
の
だ
け
ど
、
こ
の
草
が
生

え
る
と
こ
ろ
に
は
他
の
草
が
生
え
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
の
さ
」

　

ロ
ル
パ
に
入
っ
て
か
ら
、
道
端
の
ど
こ
に
で

も
生
え
て
い
る
な
と
私
も
気
づ
い
て
い
た
の
だ

が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
彼
ら
の
思
想
に
反
す
る
人

や
他
の
政
党
の
人
間
を
村
に
住
ま
わ
せ
な
い
こ

と
を
皮
肉
っ
て
、
雑
草
に
名
を
つ
け
た
と
こ
ろ

に
一
般
の
村
人
の
真
情
が
う
か
が
え
る
。

　

か
つ
て
は
大
勢
の
村
人
が
行
き
来
し
た
、
リ

バ
ン
に
通
じ
る
マ
リ
川
沿
い
の
山
道
は
、
ほ
と

ん
ど
行
き
交
う
人
も
な
か
っ
た
。
７
時
間
後
、

リ
バ
ン
に
着
い
た
。
バ
ザ
ー
ル
の
周
囲
を
有
刺

鉄
線
が
囲
ん
で
い
る
の
は
、
３
年
前
に
訪
れ
た

と
き
と
同
じ
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
迷
彩
服

を
着
た
国
軍
兵
士
の
姿
が
目
立
つ
。
マ
オ
イ
ス

ト
の
襲
撃
を
防
ぐ
た
め
に
張
ら
れ
た
有
刺
鉄
線

は
、
中
央
政
府
と
マ
オ
イ
ス
ト
の
支
配
域
の
境

で
あ
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
バ
ザ
ー
ル
を
一
人

で
歩
い
て
い
る
と
、
警
官
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

郡
警
察
署
に
〝
出
頭
〞
す
る
よ
う
言
わ
れ
た
。

リ
バ
ン
を
訪
れ
る
外
国
人
用
に
用
意
さ
れ
た
登

録
用
紙
に
記
入
す
る
と
、
非
公
式
の
〝
尋
問
〞

が
始
ま
っ
た
。
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で

来
た
の
か
、
誰
と
会
っ
た
の
か
、
な
ど
な
ど
。

も
ち
ろ
ん
、
誰
と
会
っ
た
の
か
な
ど
話
せ
る
も

の
で
は
な
い
。
今
回
の
取
材
行
の
目
的
を
果
た

し
た
私
に
は
、
リ
バ
ン
に
と
ど
ま
る
理
由
は
な

か
っ
た
。
翌
朝
、
日
に
２
本
し
か
な
い
ダ
ン
郡

ゴ
ラ
ヒ
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
、
私
は
リ
バ
ン
を

離
れ
た
。


